
山梨県立あけぼの支援学校

令和５年度 研究のまとめ



令和５年度研究テーマ

「肢体不自由特別支援学校における

重複障害児童生徒の教科指導について

～育成すべき資質能力に応じた指導を目指して～」



肢体不自由特別支援学校である本校における

教育課程の検討と、重複障害児童生徒の個々

の資質能力を伸ばすための教科指導について

令和５年度の研究内容



テーマ設定の理由
・今年度より、あけぼの支援学校の教育課程のあり方
が見直され、これまで自立活動主体で学習してきた児
童生徒の多くは、教科での学習に取り組むこととなった
が、まだ教員内でも理解が曖昧な部分が多いため、基
本的な事項をしっかりと確認していきたい。

・新しい教育課程で指導をしていく中で、さまざまな課題
や疑問点が出てくると思われる。研究に取り組む中でそ
れを教員間で共有し、解決に向けて検討していきたい。

・児童生徒の個々の資質能力を伸ばすために、どのよ
うな指導内容が望ましいか考えていきたい。

・以前から課題として挙げられている指導内容の整理に
ついても検討していきたい。



研究の実際



具体的な研究方法・内容について



研究で取り組んだ教科

生活・社会・理科
・生活、社会、理科は、ほとんどのクラスにおいて集団授業
として取り組むため、教員間で話し合いがしやすい。
・小学部の生活から、中学部・高等部の社会・理科と、つな
がりを考えながら取り組むことができる。
・生活、社会、理科で、指導内容の重複等の課題が多く出て
いる。



取り組む教科・研究グループ分けについて

生活

研究研修係

小学部

社会 理科

研究研修係

中学部・高等部

小①②
小③
小④⑤
小⑥

中①②（社会）
中②④（理科）
中③ （社会）

高②④（理科）
高③ （理科）
高⑤ （社会）
高⑥ （理科）
高⑦ （社会）
※①はグループを振り分
けている



令和５年度の研究の進め方
５月 研究日①

☆特総研 学びラボの視聴

・「肢体不自由教育における教育課程」

・「知的障害教育における教育課程の編成

①知的障害教育における教育課程の考え方」

・「知的障害教育における教育課程の編成

②知的障害教育における各教科」



令和５年度の研究の進め方

５月 研究日②

☆グループ研究

・学習指導要領、他校、他県、文献などを参

考に肢体不自由特別支援学校の教育課程

や教科指導について学ぶ。

（全国的な動向、他校・他県の教育課程や

教科指導の様子等）



令和５年度の研究の進め方

６月 研究日③

☆全体研究

・令和５年度からの本校の教育課程の

方向性の確認。

（教務主任からの説明）



令和５年度の研究の進め方

７月 研究日④

☆グループ研究

・グループに分かれ、教科の全国的な動向や

取り組み、段階と目標、その指導内容について

学習指導要領を確認しながら調べる。



令和５年度の研究の進め方

７月 研究日⑤

☆グループ研究

・担当する学習グループの該当する

段階に、どのような指導内容や

方法があるかを調べる。

・担当クラスにとって、バランスの

とれた指導内容の検討。

指導するグループが取り組むこと
が可能だと思われる段階と指導内
容を内容の構成ごとに記入。

※理科、社会については生活の内
容の構成も参考として入っている。

児童生徒の該当する段階、
グループとしての段階を記入

研究様式１



講師招聘研修会

日時：７月２４日（月） １０：００～１２：００

講師：福岡大学教授 徳永豊先生

テーマ：障害の重い子どもの

教育課程と教科指導について

※Ｚｏｏｍによるオンライン



令和５年度の研究の進め方

８月～１２月 研究日⑥～⑨

☆グループ研究

・担当する学習グループの該当する

段階での指導内容を、目標を設定し、

指導実践・検証・改善を複数回行う。

児童生徒個々の目標を３観点で記入
し、評価。

指導の振り返り、今後どうしていくと
良いか等改善点を話し合って記入。

グループ全体での指導
内容と単元の目標

研究様式２



令和５年度の研究の進め方

１１月 研究日⑧

☆全体研究

・期間中にグループごとに全体に向けて

経過報告。



令和５年度の研究の進め方

１１月

・相互授業参観ウィーク（約３週間）

教科の授業を一人1回公開。

（やまなしスタンダードを含めて略案を作成）

最低１回は参観をし、参観した授業に対して

コメントをする。



令和５年度の研究の進め方

１月 研究日⑩～⑪

☆グループ研究

・今後の方向性の検討。

・まとめ



令和５年度の1年の流れ（イメージ）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ぶ。

学習グループ・
全体

文献、研修動画
などを参考に肢
体不自由特別
支援学校の教
育課程や教科
指導について学
ぶ。

グループ研・全体

グループに分かれ、それぞれの教科の全国的な動向や
取り組み、指導内容や段階等について調べる。本校、
該当クラスにとって、バランスのとれた指導内容の検討。

自分のグループの該当する段階に、どのような指導内
容や方法があるかを調べ、検討・実践（期間中、グルー
プから全体への報告。夏の中間報告はしない。）

第1回
全体研
R５年度の

方向性、
テーマ提案

第2回
全体研
講師招聘
研修会

全体研
研究の
まとめ
来年度に
向けて

グループ研
全体

バランスの取れた
指導内容にする
ための整理方法
検討

今後の方向性と
研究のまとめ

相互

授業
参観

全体研
次年度
の提案



校内研究の日程
日程 内容 備考

５/１１（木）第1回全体研究会 今年度の研究について リモートの予定

①5/１２（金）
特総研の学びラボを視聴。
学習指導要領解説 各教科等編の知的障害者の部分を読み込む。

動画視聴は個々でも良いし、
クラスで視聴したりホール
で視聴したりしても良い。

②５/17（水）
学習指導要領の自分が担当する教科の部分について読み込み、自分のクラスに該当
する部分や大切な部分について話し合う。

クラスごとに行う

③6/８（木） あけぼの支援学校の今年度の教育課程について確認。 全体

④7/４（火）
グループに分かれる。
各教科ごとの学習指導要領の内容確認。

グループ研

7/２４（月）第2回全体研究会
【講師招聘研修会】

講師：福岡大学 徳永豊先生

⑤7/２５（火）
自分のグループの該当する段階に、どのような指導内容や方法があるかを調べる・
検討する

グループ研

⑥8/31（火）
自分のグループの該当する段階に、どのような指導内容や方法があるかを調べる・
検討する・実践する

グループ研

⑦10/19（木）
自分のグループの該当する段階に、どのような指導内容や方法があるかを調べる・
検討する・実践する

グループ研

11/１３（月）～11/30（木） 授業参観ウィーク
一人1回は授業を公開し、参観を行う。

できるだけ教科で実施

１１月中 パートリーダー会 まとめの方向性について確認 ※16日に全体で実施

⑧11/16（木） 現在の状況をそれぞれのグループから報告 全体

⑨12/14（木）
自分のグループの該当する段階に、どのような指導内容や方法があるかを調べる・
検討する・実践する

グループ研

⑩1/11（木）
まとめ・今後の方向性の検討
学習した内容の整理方法の検討

グループ研

⑪1/25（木）
まとめ・今後の方向性の検討
学習した内容の整理方法の検討

グループ研

2/９（金） 第３回全体研究会 今年度のまとめ・報告会（事例：中学部 高等部）
２２日は指導主事招聘

2/２２（木）第４回全体研究会 今年度のまとめ・報告会（事例：小学部）

3/２２（金）第５回全体研究会 来年度の方向性について



研究のまとめ



重複障害児童生徒の生活、社会、理科の
教科指導の研究に取り組んでみて・・・・

・本校教員が課題と感じていることが多いということで、
生活、社会、理科で取り組んだが、教科自体としての課
題以外にも、授業の体制などさまざまな課題もあがった。

・他県、他校の肢体不自由特別支援学校で、生活、社
会、理科について焦点を当てた研究に取り組んでいると
ころが少なく、参考となる例が少なかったため、文献研
究は難しい面もあった。

・学部、教科により課題が異なる面があった。



学部ごとの意見



小学部（生活）
自立活動主体自立活動主体
から教育課程
が変更となった
グループでも、
工夫しながら教
科で指導するこ
とが可能なので
は。

集団の中でも
目標に差があ
るので、集団
だけでなく個
別に行うことも
必要かも・・

教科になったこと

のではないか。

教科になったこと
で、今まで扱わな
かったことに挑戦
でき幅が広がった。

以前よりもバランス
の良い内容で指導
することができた
のではないか。

生活の内容が日常生活に
即したものであるため、

教科として初期の段階の児
童も取り組みやすかった。

教科という視
点があると、
評価の観点
が明確になる。

子どもの主体性を育て
るためにも、実体験を伴
う活動を繰り返し取り入
れることが大切。

そのなかで、ステップ
アップできる指導を考え
ていくと良い。

教科と自立活動
の境目・・・

どちらでも指導内
容が同じになって
しまうものもある。

教科と自立教科と自立
活動を関連
づけながら
教科学習を
実施できる
と良い。

初期段階の難しさや
グループの実態差

教科にすることで教科にすることで
バランスの良い指
導ができる。



教科にしたこ
とで今まで指
導してなかっ
たことにも取
り組めた。

次の段階は難
しくてもバリ
エーションを増
やすことで幅を
広げられるの
では。

医療的ケアのクラス
は、健康の保持に
必要な時間が多く、
教科を集団で授業
をするのが困難な
面があった

中学部（社会・理科）

もともと知的代替のもともと知的代替の
教育課程のグルー
プは、教科としては
可能だが、実態差が
大きいためにどこに
焦点を当てて指導
するかという難しさ
を感じる。

自立活動主体から

感じる。

自立活動主体から
教育課程が変更に
なったグループは
特に、小学部の生
活から、社会・理科
に変わることによる
教科の内容の
ギャップを感じる。

段階的に小学段階的に小学
部１段階の初
期なので、社
会・理科の段
階での学習は
難しい・・・。

内容的に教
科なのか自
立活動か微
妙で評価が
難しい。

初期段階の難しさや
グループの実態差

実態差が大き実態差が大き
くて大変な面
もあるが、

見本となる人
がいるという
点もある。

「社会」と「理科」
にはっきり分け
ず、「社会理科」
というくくりで
やったらどうか。

生活生活に振り替
えることがで
きない部分も
あるがどうす
るか。

初期段階

難しさ

初期段階
には該当す
るが、そこ
から発展さ
せることの
難しさ

教科にすることで教科にすることで
バランスの良い指
導ができる。

「生活」から「生活」から

「理科」「社会」
へのギャップ

実態として小学部１段階が
多いので「理科」「社会」と考
えたとき、生活に振り替えて
も内容の設定が難しい。

すべてを教科にする必要
はないのでは・・・・



高等部（社会・理科）
自立活動主体自立活動主体
から教育課程
が変更となった
グループでも、
工夫しながら
教科で指導す
ることが可能な
のでは。

教科と自立活動教科と自立活動
の境目・・・

どちらでも指導
内容が同じに
なってしまうもの
もある。

もともと知的代替のもともと知的代替の
教育課程のグルー
プは、教科としては
可能。

ただ、実態差が大
きいためにどこに
焦点を当てて指導
するかという難しさ
を感じる。

生活に振り
替えること
ができない
部分もある
がどうする
か。

自立活動に近自立活動に近
い生徒は

「社会」「理科」
に分けず、合
わせた指導の
ほうが良いの
では。

抽象的抽象的な思考
は難しい段階
なので、体験的
な学習を多く取
り入れることが
有効。

卒業後を考

よい。

卒業後を考
えて、社会
人として必要
な内容に
絞って取り組
んでいくのが
よい。

履修状況が
わかる一覧
表のような
ものがある
とよい。

内容の構成を確
認しながら指導
内容を考えること
でバランスの良
い指導ができた。

初期段階の難しさや
グループの実態差

実態として小学部１段階が実態として小学部１段階が
多いので「社会」「理科」と考
えたとき、生活に振り替えて
も内容の設定が難しい。

教科にすることで教科にすることで
バランスの良い指
導ができる。

体験的な内容を取り入
れ、将来を考えた内容
を設定していく。



教科ごとの意見

※生活については、前述の小学部のものと同様



生 活（小学部）
自立活動主体自立活動主体
から教育課程
が変更となった
グループでも、
工夫しながら教
科で指導するこ
とが可能なので
は。

集団の中でも
目標に差があ
るので、集団
だけでなく個
別に行うことも
必要かも・・

教科になったこと

のではないか。

教科になったこと
で、今まで扱わな
かったことに挑戦
でき幅が広がった。

以前よりもバランス
の良い内容で指導
することができた
のではないか。

生活の内容が日常生活に
即したものであるため、

教科として初期の段階の児
童も取り組みやすかった。

教科という視
点があると、
評価の観点
が明確になる。

子どもの主体性を育て
るためにも、実体験を伴
う活動を繰り返し取り入
れることが大切。

そのなかで、ステップ
アップできる指導を考え
ていくと良い。

教科と自立活動
の境目・・・

どちらでも指導内
容が同じになって
しまうものもある。

教科と自立教科と自立
活動を関連
づけながら
教科学習を
実施できる
と良い。

初期段階の難しさや
グループの実態差

教科にすることで教科にすることで
バランスの良い指
導ができる。



教科にしたことで今
まで指導してなかっ
たことにも取り組めた。

社会は、学習する前提
として身に付けている
必要のある概念がある
が、初期段階の生活
経験の少ない生徒た
ちにはそれ自体が難し
い。体験にとどまってし
まうことが多いのでは。

段階的に小学部
１段階の初期な
ので、社会・理科
の段階での学習
は難しい・・・。

「社会」と「理科」
にはっきり分け
ず、「社会理科」
というくくりの中
でやったらどう
か。

内容の構成を見
ると、社会は多く、
特に生活に振り
替えることができ
ない部分もある。

社会（中学部・高等部）

理科・社会とは言うものの、

実際は小学部１段階が多いの
で内容の設定が難しい・・・

教科で取り組んでみた

な感じがする。

教科で取り組んでみたが、
生徒が理解できる内容、
評価項目にしようとすると、
果たして教科なのか・・・

自立活動との境目が曖昧
な感じがする。

卒業後を考えて、卒業後を考えて、
社会人として必要
な内容に絞って取
り組んでいくのが
よい。 体験的な内容を取り入体験的な内容を取り入

れ、将来を考えた内容
を設定していく。

社会は教科として
扱うのが難しい
ケースもあるので
は。

毎年毎年同じよ
うなことを
繰り返して
いるように
感じる・・・・教科にすることでバランスの教科にすることでバランスの

良い指導ができ、今までし
てこなかった体験ができた。



毎年同じこと
を繰り返して
いるように感
じる・・・・

内容の構成を確認
しながら指導内容
を考えることでバラ
ンスの良い指導が
できた。

「社会」「理科」とは言う「社会」「理科」とは言う
ものの、実際は小学部
１段階が多いので内容
の設定が難しい・・・

理科（中学部・高等部）

理科は内容の構
成が小学部の生
活に振り替えや
すい。

理科は見たり触

やすい。

理科は見たり触
れたりして変化が
感じられる内容
が多く、体験的な
学習を取り入れ
やすい。

卒業後を考えて、

くのがよい。

卒業後を考えて、
社会人として必
要な内容に絞っ
て取り組んでい
くのがよい。

教科にすることでバランスの教科にすることでバランスの
良い指導ができ、今までして
こなかった体験ができた。

教科で取り組んでみた

が曖昧な感じがする。

教科で取り組んでみたが、
生徒が理解できる内容、
評価項目にしようとすると、
果たして本当に教科なの
か・・・。自立活動との境目
が曖昧な感じがする。

「社会

やったらどうか。

「社会」と「理科」
にはっきり分けず、
「社会理科」とい
うくくりの中で
やったらどうか。

初期段階の難しさや
グループの実態差

体験的な内容を取り入体験的な内容を取り入
れ、将来を考えた内容
を設定していく。



生活、社会、理科の指導内容について

・以前から学習した履歴がわかるものがあると良い、全体で
シラバスのようなものがあると良いのでは、という意見があ
がっていた。（特に社会と理科）

・今回の研究の中で、各研究グループごとに指導できると
考えられる内容についてあげてもらい、それを生活、社会、
理科で集約した。

・本校に今年度在籍している児童生徒を対象とした内容の
ため、すべての内容の構成、すべての段階が網羅されてい
るわけではないが、全教職員で考えたものであり、学習の
バリエーションとして今後参考にすることができるのではな
いか。

・表を参考にし、児童生徒が履修したものにチェックを付け
るなどすることで、バランスを考えながら指導をすることが
できるのではないか。



指導内容表（参考）

※生活科の内容の構成 段階 単元 指導内容

選挙
(生活科カ・ケ)

・選挙に使用する用具を知る。プレ選挙(教員がプレゼンした内容から投票する)
・昨年の写真を使った振り返りをする。
・立候補者、責任者、選挙管理委員の確認をする。
・投票箱を使って投票の練習をする。
・演説動画の視聴をする。
・選挙権が何歳からあるのか知る。
・選択肢の中から自分の意に沿ったものを選ぶことができる。
・自分に関わりのある選挙を知る。

はたらく・仕事 ・校内実習見学・体験

マナー ・面接

身近な暮らしのルール
(生活科カ・ケ)

・順番を守る。
・学校や社会の決まりを知ろう。クラスや学校のルール、実習先のルール、社会のルールを知る。
・自分や友達の意見、社会のルールを比べる。
・体験しよう

選挙 ・選挙に使用する用具を知る。プレ選挙。(教員がプレゼンした内容から投票する)

はたらく・仕事 ・校内実習見学・体験

マナー ・面接

選挙 ・校内の選挙の仕組みを知る。プレ選挙。(教員がプレゼンした内容から投票する)

はたらく・仕事 ・校内実習見学・体験・ふるかえりシート

マナー ・面接

選挙 ・選挙に使用する用具を知る。プレ選挙。(教員がプレゼンした内容から投票する)

消防署・警察署・防災

・選挙に使用する用具を知る。プレ選挙(教員がプレゼンした内容から投票する)
・昨年の写真を使った振り返りをする。
・立候補者、責任者、選挙管理委員の確認をする。
・消防車、救急車、パトカーなどの動画を見る。音を聞く。
・中庭で放水体験、校内の消火器やさすまたを探す。
・救急救命の人形を使った体験をする。

避難訓練をしよう
・模擬避難訓練を行い、体験的に学習することができるようにする。
・学校内における危険個所を教師と一緒に探すようにする。

物の流通について
(生活科キ・コ)

・物が届くまでに関わる仕事を知ろう。作る人<生産者>⇒運ぶ人<運送業者>⇒売る人<小売業者>⇒お
客さん<消費者>の流れ
・工夫を考えよう。声かけ・きれいに並べる等
・体験しよう

図書館 ・身近な図書館の様子を動画で見る。
・学校の図書室に本を借りに行く。

選挙
・選挙に使用する用具を知る。プレ選挙。(教員がプレゼンした内容から投票する)
・模擬選挙を行い、体験的に学習することができるようにする。
・視線や発声等で選ぶことが難しい生徒は、教師と一緒に投票する人を選ぶようにする。

日本全国足湯めぐり ・写真やイラストを用いて、見やすく選びやすいようにする。
・入浴剤の香りやお湯の温度など、嗅覚や触覚などに程よい刺激を入れながら活動できるようにする。

選挙をしよう ・校内の選挙の仕組みを知る。プレ選挙。(教員がプレゼンした内容から投票する)

小学部
１段階

小学部
２段階

ア  社会参加ときま
り

小学部
１段階

小学部
２段階

イ  公共施設と制度

考えられる指導内容のまとめ 【社会】 中学部・高等部

中学部
１段階

中学部
２段階

中学部社会の内容の構成

小学部
３段階

小学部
３段階

はたらく・仕事 ・校内実習見学・体験

季節の行事 ・季節の行事体験(端午の節句、⺟の日、⽗の日、七⼣、七五三、師⾛、正⽉、節分)・季節の物を試⾷

昔の生活 ・昔の道具や衣服などに触れる、体験する。

地域の特徴の違い ・海、山、川、湖などの違いを知る。

季節の行事 ・季節の行事体験(端午の節句、⺟の日、⽗の日、七⼣、七五三、師⾛、正⽉、節分)・季節の物を試⾷

山梨県の地図 ・自分や友達の住んでいる市町村の位置

山梨県について ・特産物、人口

季節の行事 ・季節の行事の予定を知る。季節の行事の意味・役割を知る。季節の行事体験、季節の物を試⾷

季節の行事 ・他国の行事(ハロウィン、クリスマス)

ALTとのかかわり ・ALTを招き、英語の歌や遊びなどをする中で海外の文化に触れる。

ことばのちがい ・あいさつなどを聞いて違いを感じる。

季節の行事 ・他国の行事(ハロウィン、クリスマス)

季節の行事 ・他国の行事(ハロウィン、クリスマス)

中学部
２段階

中学部
１段階

中学部
２段階

中学部
１段階

中学部
２段階

中学部
１段階

小学部
３段階

小学部
３段階

小学部
３段階

小学部
１段階

小学部
２段階

カ  外国の様子

小学部
２段階エ  産業と生活

小学部
１段階

小学部
２段階

オ  我が国の地理や
歴史



研究のまとめ
・昨年度まで自立活動主体だった児童生徒も、教科になったことで、学習したこ
とがなかったことにも取り組み、全体としてバランスよく学習することができた。

・グループ研究で研究の様式を使いながら、児童生徒やクラスの段階を改めて
確認し、指導内容や個々の目標を考えることができ、指導内容を深められた。

・今年度、ほとんどの児童生徒がかなりの割合で教科となったが、変更が大幅
すぎると感じた。教科の割合が大きすぎるケースもあるのでは。
・どの教科であれば学習が可能なのかを個々に応じて考える必要がある。

・小学部の「生活」は、内容が日常生活に即しているものが多いため取り組みや
すい。多くの児童が教科としての学習が可能ではないか。

・中学部になると「生活」から「社会」「理科」になることによるギャップがある。こ
の段階でも教科の見直しが必要ではないか。

・高等部になると、中学部と同じ意見も見られたが、卒業後に向けてより必要な
内容に焦点を当てて指導内容を検討することが大切。

・初期段階の生徒も「理科」は見たり触れたりして実感できる体験的な学習をし
やすいため、教科で取り組みやすいが、「社会」は内容的に難しいものが多い。

・同じ内容を学習すること自体が悪いのではなく、何を学んできたのかを把握し
たうえで、繰り返し取り組む、横のバリエーションを増やす、ステップアップをする
など、教員側の意識が大切。そのために、それぞれの児童生徒が何を学んでき
たのかを確認することが必要。



今後に向けて・・・・

・今年度の研究で出た意見や課題を、教務や教
育課程委員会と連携しながら学校全体で共有し、
今後、個々に応じた教育課程を検討する際に役
立てていく。

・今年度事例研究で取り組んだ流れや考え方を、
今後もグループ内で定着させながら指導に取り
組んでいけるようにしたい。

・作成した指導内容表を、さらに充実させながら、
既習内容のチェックに活用するなどしていきたい。


